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LINE公式アカウント
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新製品・キャンペーン情報

EvidentScientifi c.com

エビデントでは顕微鏡検査をサポートする情報をタイムリーにお届けし、

検査現場に携わる皆さまとのコミュケーションの場を広げていきたいと

考えています。

この機会にエビデント公式 LINE アカウントへ是非ご登録ください。

顕微鏡を初めてお使いになる方、正しい観察方法で使用しているか確認したい方、
観察の品質を上げる方法を知りたいといった方にお奨めです。

新製品やお得なキャンペーン情報などをご案内いたします。
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EVIDENT Customer Information Center

〒163-0910 東京都新宿区西新宿 2-3-1 新宿モノリス
株式会社エビデント

お問い合わせ : www.olympus-lifescience.com/ja/contact-us

●安全にお使いいただくために：顕微鏡用照明装置には耐用年限がありますので、定期点検をお願い致します。詳細
は当社HPをご覧ください。●このカタログに記載されている機器は、EMC性能において工業環境使用を意図して設
計されています。住宅環境でお使いになりますと他の装置に影響を与える可能性があります。●モニタ画像ははめ込
み合成です。●記載内容については、予告なしに変更する場合があります。あらかじめご了承ください。●このカタロ
グに記載の社名、商品名などは各社の商標または登録商標です。

取扱販売店名

●当社は環境マネジメントシステムISO14001の認証取得企業です。
　登録範囲はhttps://www.olympus-lifescience.com/ja/support/isoをご覧ください。
●当社は品質マネジメントシステムISO9001の認証取得企業です。

お客様相談センター
0120-58-0414
※携帯・PHS からもご利用になれます。

受付時間 平日9:00～17:00
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ピクロシリウスレッド染色を用いた
Ⅰ型 /Ⅲ型コラーゲン線維の観察に最適な顕微鏡システム
従来のハロゲン光源を使った簡易偏光観察ではコラーゲン検査において、目視に適
した明るさにするために電圧を変えての調光が行われることがあります。その際、黄
色またはオレンジ色のⅠ型と緑色のⅢ型の同定が困難でした。BX53*に搭載された
高輝度高演色LED光源では、調光しても12V100Wハロゲン光源（9V時）と同等
の色合いが保たれるため、Ⅰ型 /Ⅲ
型を容易に同定することが可能と
なりました。
*2017年6月1日以降販売のBX53F2モデル

高輝度高演色LED光源による
Ⅰ型/Ⅲ型コラーゲン線維の同定

従来のハロゲン光源を使った簡易偏光観察ではコラーゲン検査において、目視に適
した明るさにするために電圧を変えての調光が行われることがあります。その際、黄

に搭載された
時）と同等

光源による
Ⅲ型コラーゲン線維の同定

高輝度高演色LED光源は、光源の色を昼白色で一定に保ち、明
るさを連続的に変えることができるので、目視に適した明るさ
に微調整することができま
す。網状線維を含む細いⅢ型
コラーゲン線維の緑色と、太
いⅠ型コラーゲン線維の黄色
を目視ではっきりと区別する
ことができます。

ピクロシリウスレッド染色のマウス肺組織の比較画像

高輝度高演色LED光源 12V100Wハロゲン光源
ハロゲン光源は、光源の色を一定に保った状態で目視観察に適し
た明るさに微調整するのは困難です。よって、光源電圧を変え
ざるを得ず、色合いも変わっ
てしまいます。そのため、細
いⅢ型コラーゲン線維と太い
Ⅰ型コラーゲン線維の色の区
別が難しく、同定が困難です。

アプリケーション資料

リサーチスライドスキャナーを使⽤した肝組織内の肝硬

変の識別

はじめに

肝硬変とは、肝臓が⻑期的な損傷により正常に機能しなくなった状態をいいます。この損傷の過程において、

正常な肝組織が瘢痕組織に置き換わります。通常は数か⽉から数年かけてゆっくりと進⾏するため、早期には

何も症状が⾒られないことがほとんどです。

⼀般に肝硬変の原因は、アルコール、B型肝炎、C型肝炎、⾮アルコール性脂肪肝疾患です。

診断要因として、肝組織内にあるコラーゲン線維の量が挙げられます。このコラーゲン線維を強調して画像解

析するために、特殊な染⾊⽅法を使⽤しました。

実験

マウスの肝⽣検を⾏い、スライドガラスに固定しました。次に、ピクロシリウスレッド/ファストグリーン染⾊

キットで染⾊し、線維化組織を観察しました。

ファストグリーンにより周囲組織の対⽐染⾊を⾏うことで、⾚く染⾊されたコラーゲン線維が観察しやすくな

ります。

組織学では、がん、⾎管、および代謝の病変に誘発される数多くの症状の線維化レベルを観察するために、さ

まざまな診断領域でSirius Red染⾊が⽤いられます。

明視野観察法により以下の特⻑を観察することが可能です。
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サービス関連情報

病理研究向けアプリケーション資料

顕微鏡使用時での「困った？」や「使い方が分からない」などを対処するためのトラブルシューティングや使用方法を
分かり易く解説した動画コンテンツなどを発信します。

エビデント顕微鏡を使った病理研究に関するアプリケーション情報などを発信します。

ピクロシリウスレッド染色を用いた
Ⅰ型/Ⅲ型コラーゲン線維の観察

リサーチスライドスキャナーを使用した
肝組織内の肝硬変の識別

ホールスライドイメージングと人工知能（AI）による
ループス腎炎評価のスピードアップ

顕微鏡の日常的なメンテナンスと調整方法トラブルシューティングなど豊富な動画コンテンツをラインアップ


